
広島市立安佐市民病院の救急診療について 
 

 

Ⅰ 現病院での救急診療について 

 １ 体制等 

⑴ 内科医と集中治療部の救急医がワンチームで救急診療を行います。 

⑵ 内科系診療科の医師は全員が内科・総合診療科に所属し、救急総合診療部と称し 

て平日の日中の救急総合診療を担います。 

現在、内科・総合診療科を主務とする常勤医は９名（うち循環器内科兼務３名、 

消化器内科兼務３名）、専攻医は３名です。 

⑶ 平日は、日中のすべての内科系救急患者は救急総合診療部がファーストタッチを 

行い、休日・夜間は、集中治療部とともに救急診療を担います。 

⑷ チーム主治医制をとっており、基本的に休日・夜間は当番制です。 

⑸ 研修・育成支援等 

ア 勉強会、抄読会、多職種参加によるカンファレンスなど知識の修得、プレゼン

能力の修練の場が豊富です。 

イ 初期臨床研修医や学生教育を積極的に行っています。 

２ 救急患者数等 

区 分 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 

救 急 患 者 数 １１，０６６人 １１，５７２人 １１，３４８人 

手 術 件 数 １１，９６３件 １２，０６８件 １２，６３３件 

救急車受入台数 ４，４３５台 ４，７７２台 ４，６２３台 

 

 

Ⅱ 新病院（広島市立北部医療センター安佐市民病院）での救急診療について 

 １ 地域救命救急センターの設置 

   地方独立行政法人広島市立病院機構の第２期中期計画において、高度で先進的な医

療の拡充として救命救急センターを設備することにしています。 

 ２ 設置時期 

   令和４年（２０２２年）春 

 ３ 体制 

   １日を３交代制勤務（もしくは変則２交代制勤務）とし、医師１人が４～６か月ご

とに専門診療科とのローテーション勤務とします。 

４ 募集する医師像等 

⑴ 熱意のある救急総合診療医・ホスピタリストを募集します！ 

私たちの考える救急総合診療医・ホスピタリストとは、 

➢ ウィキペディアのような物知り医師？・・・××ではありません！ 

➢ 外来診療で不明熱の原因を探す医師？・・・××ではありません！ 

➢ 他科からうちの科ではないと投げ込まれる医師？・・××ではありません！ 



⑵ ホスピタリストとは、肺炎、尿路感染症、蜂窩織炎などの感染症、腎不全、心不

全、消化管出血、骨折などの併存疾患、悪性腫瘍、自己免疫疾患など、珍しい疾患

を単に診断するだけの医師ではなく、様々な一般的な疾患を迅速に診断し、それぞ

れの患者さんに最善となる医療を提供し住み慣れた地域での日常生活に戻すこと、

専門医の偏った診療を補い、社会が医師に求めている使命を全うすることを目指す

スペシャリストです。 

    これからの高度急性期病院は次のような診療能力のある有能なホスピタリスト

がいなくては成り立ちません。 

・ 専門医とのダブル主治医による周術期患者、高齢救急患者の全身管理 

・ ＭＳＷ、退院支援看護師など院内多職種との連携による退院後の生活支援 

・ 後方連携施設との連携による継続診療、社会的資源利用の支援 

⑶ 具体的な医師像 

指導医・専門医はもちろん、専門研修を修了した方もお待ちしています！ 

➢ これからますます需要が増えるホスピタリストをめざす医師 

➢ 広島県北西部地域の医療に貢献したい医師 

➢ 子育てで臨床現場からしばらく離れたあと復帰を目指す女性医師 

➢ 地域のかかりつけ医の後継者となる医師 

    

５ 目指す救命救急センター 

私たちが目指す救命救急センターは、一次、二次、三次救急の区別なく、すべての

救急患者を受け入れ、それぞれの患者さんを地域での日常生活に戻すことに視点にお

いた急性期治療を行う場所です！ 

コードブルーのような救急医から生活目線で診療する家庭医まで、救急診療に携わ

るすべての医師でワンチームをつくり、新しい救急医療を行いましょう！ 

  

６ 救急総合診療部で取得可能な専門医プログラム 

⑴ 基本領域：当院が基幹施設となっている専門医プログラム 

ア 内科専門医：「広島市立安佐市民病院 内科専門医研修プログラム」 

イ 総合診療専門医：「藝州ネットワーク（Ge-net）総合医養成プログラム」 

⑵ サブスペシャリティ領域 

ア 日本プライマリ・ケア連合学会 新家庭医専門医 

イ 日本病院総合診療医学会 認定医・指導医 

⑶ 積極的に症例を経験することにより、以下の資格も十分に取得可能です（十分な

常勤指導医がいます）。 

ア 日本循環器学会 循環器専門医 

イ 日本消化器病学会 消化器病専門医 

ウ 日本呼吸器学会 呼吸器専門医 

エ 日本神経学会 神経内科専門医 

オ 日本糖尿病学会 糖尿病専門医 

カ 日本超音波医学会 超音波専門医・指導医 など 



指導医の紹介！！ 
 

 永田 信二（ながた しんじ） 

      副院長 

      平成 5年 産業医科大学卒 

      消化器専門医・指導医、消化器内視鏡専門医・指導医 

 

 加藤 雅也（かとう まさや） 

      内科・総合診療科主任部長 

      平成元年 広島大学医学部卒 

      プライマリ・ケア指導医、循環器専門医、超音波指導医 

 

 小田 登（おだ のぼる）  

循環器内科主任部長 

      平成 11 年 愛媛大学医学部卒  

循環器専門医、不整脈専門医、介護支援専門員（ケアマネジャー） 

 

 原田 和歌子（はらだ わかこ）  

広島県北西部地域医療連携センター長、内科・総合診療科部長 

平成 11 年 自治医科大学卒  

プライマリ・ケア指導医、病院総合診療医、消化器専門医 

 

     山根 彩（やまね あや） 

      内科・総合診療科副部長 

      平成 21 年 名古屋大学医学部卒 

      循環器専門医、不整脈専門医、超音波専門医研修中 

 

     重信 友宇也（しげのぶ ゆうや） 

      内科・総合診療科医師 

      平成 26 年 熊本大学医学部卒 

      プライマリ・ケア指導医、病院総合診療医、家庭医療専門医 

 

※ また、麻酔科・集中治療部には日本救急医学会救急科専門医の資格を持つ救急医が３

名常勤しています。 


